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蔵内数太の生涯と教育社会学

蔵
内
数
太
の
生
涯
と
教
育
社
会
学

竹　
　

村　
　

英　
　

樹

は
じ
め
に

１
．
先
行
研
究
の
蔵
内
評
価
―
―
辞
典
の
項
目
に
着
目
し
て
―
―

２
．
蔵
内
の
生
涯
と
社
会
学

　

⑴　

岡
山
時
代
（
生
年
か
ら
六
高
卒
業
ま
で
：
一
八
九
六
～
一
九
一
七
年
）

　

⑵　

東
京
帝
国
大
学
時
代
（
上
京
か
ら
卒
業
そ
し
て
大
学
院
ま
で
：
一
九
一
七
～
一
九
二
三
年
頃
）

　

⑶　

文
部
省
・
私
大
講
師
時
代
（
文
部
省
勤
務
か
ら
九
大
赴
任
ま
で
：
一
九
二
三
年
頃
～
一
九
三
三
年
）

　

⑷　

九
州
帝
国
大
学
時
代
（
赴
任
か
ら
退
職
ま
で
：
一
九
三
三
～
一
九
四
六
年
）

　

⑸　

大
阪
大
学
時
代
（
着
任
か
ら
定
年
退
職
ま
で
：
一
九
四
八
～
一
九
六
〇
年
）

　

⑹　

関
西
学
院
大
学
・
追
手
門
学
院
大
学
時
代
（
一
九
六
〇
～
一
九
七
三
年
）

　

⑺　

大
学
退
職
以
後
（
一
九
七
四
～
一
九
八
八
年
）

３
．
蔵
内
の
教
育
社
会
学

お
わ
り
に
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は
じ
め
に

　

蔵
内
数
太
（
一
八
九
六
︲
一
九
八
八
）
は
不
思
議
な
魅
力
を
も
つ
社
会
学
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
息
の
長
い
社
会
学
者
で
も
あ
っ

た
。
九
一
歳
の
長
寿
を
ま
っ
と
う
し
、
晩
年
ま
で
著
作
を
続
け
た
。
没
後
に
も
『
備
中
江
原
図
解
説
』（
蔵
内
寿
子
と
共
著
、
一
九
八

九
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
社
会
学
科
の
卒
業
論
文
「
社
会
衰
頽
の
原
因
考
察
」（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
約

七
〇
年
間
に
わ
た
り
学
術
的
著
作
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
蔵
内
は
没
後
、
日
本
社
会
学
会
の
学
会
誌
『
社
会
学
評
論
』
四
〇
（
四
）

（
一
九
九
〇
年
）
で
特
集
が
組
ま
れ
る
ほ
ど
、
重
要
な
社
会
学
者
で
あ
る
。

　

そ
の
業
績
は
『
蔵
内
数
太
著
作
集
』
全
五
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
蔵
内
は
主
要
な
内
容
か
ら
巻
題
を
次
の
よ
う
に
付
け
て
い

る
。
第
一
巻
「
社
会
学
一
般
」（
一
九
七
八
年
）、
第
二
巻
「
文
化
社
会
学
」（
一
九
七
七
年
）、
第
三
巻
「
教
育
社
会
学
」（
一
九
七
六

年
）、
第
四
巻
「
社
会
学
論
文
集
」（
一
九
七
九
年
）、
第
五
巻
「
日
本
文
化
の
社
会
学
」（
一
九
八
四
年
）
の
五
つ
で
あ
る
。
一
見
す
る

と
社
会
学
（
理
論
社
会
学
）、
文
化
社
会
学
、
教
育
社
会
学
の
三
つ
の
領
域
が
蔵
内
の
守
備
範
囲
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
現
代
の
社

会
学
者
は
個
別
の
領
域
社
会
学
（
連
辞
符
社
会
学
）
が
成
立
し
た
体
制
を
前
提
に
蔵
内
の
業
績
を
見
て
、
三
つ
の
領
域
を
専
門
と
し

た
社
会
学
者
と
判
断
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
日
本
社
会
学
史
に
お
い
て
個
別
領
域
社
会
学
が
成
立
し
展
開
す
る
過
程
と
と
も
に
生

き
た
蔵
内
の
生
涯
と
そ
の
研
究
を
見
る
と
な
る
と
、
一
つ
の
苗
か
ら
大
き
く
枝
を
伸
ば
し
、
葉
を
茂
ら
せ
た
結
果
と
し
て
、
蔵
内
の

業
績
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
本
論
文
で
は
社
会
学
者
蔵
内
数
太
が
そ
の
生
涯
に
お
い
て
教
育
社
会
学
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
本
の
教
育
社
会
学
史
に
お
い
て
蔵
内
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
様
相
を
１
節
で
複
数
の
社

会
学
辞
典
と
教
育
社
会
学
辞
典
に
お
い
て
蔵
内
が
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。
２
節
で
蔵
内
の
生
涯
を

た
ど
る
。
３
節
で
は
蔵
内
社
会
学
の
中
で
彼
の
教
育
社
会
学
研
究
が
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
確
認
す
る
。
お
わ
り
に
現
代
の
教
育
社
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会
学
に
お
い
て
な
ぜ
蔵
内
に
注
目
す
る
の
か
述
べ
、
日
本
の
教
育
社
会
学
史
に
お
け
る
蔵
内
数
太
の
再
評
価
を
行
う
。

１
．
先
行
研
究
の
蔵
内
評
価
―
―
辞
典
の
項
目
に
着
目
し
て
―
―

　

蔵
内
数
太
は
社
会
学
辞
典）1
（

の
項
目
等
で
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
一
九
九
三
年
有
斐
閣
『
新
社
会
学
辞
典
』、

一
九
八
八
年
弘
文
堂
『
社
会
学
事
典
』、
一
九
八
六
年
東
洋
館
出
版
社
『
新
教
育
社
会
学
辞
典
』、
一
九
六
七
年
東
洋
館
出
版
社
『
教

育
社
会
学
辞
典
』、
一
九
五
八
年
有
斐
閣
『
社
会
学
辞
典
』、
一
九
四
四
年
新
明
正
道
編
著
『
社
会
学
辞
典
』（
河
出
書
房
）
を
見
る

と
、
奇
妙
な
ね
じ
れ
を
発
見
で
き
る
。
四
冊
の
社
会
学
辞
典
（
以
下
、
辞
典
と
事
典
を
総
称
し
て
辞
典
と
記
す
）
と
二
冊
の
教
育
社
会

学
辞
典
の
記
述
の
ち
が
い
で
あ
る
。
社
会
学
辞
典
で
は
す
べ
て
に
人
名
項
目
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
教
育
社
会
学
の
開
拓
者
」

（
光
吉 

一
九
九
三
年
、
有
斐
閣
）、「
社
会
学
の
理
論
的
・
体
系
的
研
究
者
。
ま
た
教
育
社
会
学
の
創
始
的
存
在
」（
一
九
八
八
年
、
弘
文

堂
）、「
早
く
よ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
教
育
社
会
学
の
開
拓
者
と
な
っ
た
…
…
」（
一
九
五
八
年
、
有
斐
閣
）、「
氏
は
教
育
現
象
に
関

心
を
有
ち
、
昭
和
八
年
『
教
育
と
社
会
学
』
を
出
し
て
い
る
…
…
」（
一
九
四
四
年
、
新
明
編
著
）
と
学
歴
職
歴
の
後
に
続
く
内
容
の

筆
頭
に
教
育
社
会
学
者
で
あ
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
教
育
社
会
学
辞
典
に
は
人
名
項
目
の
掲
載
方
針
と
し
て
日
本
人
に
つ
い
て

は
故
人
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
、
蔵
内
は
教
育
社
会
学
辞
典
で
は
ど
の
よ
う
な
項
目
に
登
場

す
る
の
か
。

　

ま
ず
、
一
九
六
七
年
東
洋
館
出
版
社
版
で
は
、
項
目
は
「
教
育
社
会
学
史
」（
馬
場
、
一
九
六
七
）、「
田
制
佐
重
」、「
理
論
社
会

学
」
の
三
つ
に
登
場
す
る
。「
教
育
社
会
学
史
」
は
大
項
目
で
あ
り
、
そ
の
下
位
項
目
〔
わ
が
国
に
お
け
る
教
育
社
会
学
の
発
展
〕

に
お
い
て
、「
…
…
そ
し
て
昭
和
初
期
に
な
る
と
、
綿
貫
哲
雄
、
蔵
内
数
太
、
岩
井
竜
海
等
の
社
会
学
者
が
、
文
化
社
会
学
の
一
環

と
し
て
の
教
育
社
会
学
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
…
…
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
教
育
社
会
学
辞
典
で
は
蔵
内
は
「
社
会
学
者
」
で
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あ
り
、
教
育
社
会
学
者
で
は
な
い
。
綿
貫
と
岩
井
と
一
緒
に
「
昭
和
初
期
の
文
化
社
会
学
の
一
環
と
し
て
の
教
育
社
会
学
」
と
い
う

ま
と
め
方
も
い
さ
さ
か
大
雑
把
で
あ
る
。
こ
の
後
の
記
述
で
「
し
か
し
、
教
育
社
会
学
が
市
民
権
を
獲
得
す
る
の
は
、
第
二
次
大
戦

後
で
」
と
述
べ
、
日
本
の
教
育
社
会
学
史
に
お
け
る
戦
後
と
戦
前
と
の
断
絶
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
学
史
と
し
て
積
極
的
に
位
置
づ

け
る
意
図
は
な
い
よ
う
に
読
め
る
。
次
に
、
項
目
「
田
制
佐
重
」
で
は
、「
蔵
内
数
太
と
と
も
に
、
わ
が
国
教
育
社
会
学
の
揺
ら
ん

期
に
貢
献
し
た
学
者
。」
と
書
き
始
め
「
蔵
内
が
文
化
社
会
学
の
立
場
か
ら
教
育
に
接
近
し
た
の
に
対
し
、
田
制
は
…
…
」
と
つ
づ

け
、
田
制
の
項
目
で
あ
り
な
が
ら
、
半
分
が
蔵
内
の
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。
田
制
の
項
目
に
蔵
内
を
忍
ば
せ
て
入
れ
た
と
い
う
解
釈

も
で
き
る
が
、
記
述
は
右
で
引
用
し
た
箇
所
の
み
に
し
か
な
く
情
報
量
は
少
な
い
。
蔵
内
は
教
育
社
会
学
史
に
正
統
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
三
番
目
の
項
目
「
理
論
社
会
学
」
で
は
、『
社
会
学
』（
一
九
六
二
、
培
風
館
）
を
参
考
文
献
と
し
て
掲

載
し
、「
…
…
わ
が
国
で
は
蔵
内
数
太
が
集
団
社
会
学
、
文
化
社
会
学
、
歴
史
社
会
学
と
並
ん
で
理
論
社
会
学
の
部
門
を
設
け
て
い

る
が
、
そ
れ
は
社
会
的
結
合
の
本
質
と
そ
の
諸
形
式
、
集
団
の
諸
形
態
、
社
会
的
過
程
、
社
会
的
結
合
と
文
化
と
の
一
般
的
関
係
な

ど
を
取
り
扱
い
、
社
会
学
的
諸
認
識
の
整
合
的
体
系
化
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
比
較
的
内
容
に
立
ち
入
っ
た
記
述

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
一
九
八
六
年
東
洋
館
出
版
社
版
で
は
、
項
目
ば
か
り
か
、
索
引
に
も
登
場
し
な
い
。
管
見
の
限
り
だ
が
、
項
目
「
教
育
社
会

学
史
」（
麻
生
、
一
九
八
六
）
の
中
で
蔵
内
数
太
・
綿
貫
哲
雄
の
『
教
育
社
会
学
』（
一
九
二
七
、 

山
海
堂
）
が
一
九
二
〇
年
代
に
「
ア

メ
リ
カ
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
に
お
い
て
『
教
育
社
会
学
』
と
冠
す
る
著
作
や
論
文
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
」
文
献
の

一
つ
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
次
に
見
る
一
九
六
七
年
版
の
記
述
も
決
し
て
扱
い
が
大
き
い
と
は
い
え
な
い
が
、
一

九
八
六
年
に
お
い
て
蔵
内
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
扱
い
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
学
辞
典
で
も
人
名
項

目
「
蔵
内
数
太
」
の
主
た
る
内
容
は
現
象
学
的
方
法
に
基
づ
く
社
会
学
理
論
の
体
系
化
と
文
化
社
会
学
の
展
開
（
光
吉
、
一
九
九
三
）

の
記
述
に
多
く
が
割
か
れ
て
い
る
。
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教
育
社
会
学
辞
典
で
は
理
論
社
会
学
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
社
会
学
辞
典
で
は
教
育
社
会
学
の
開
拓
者
・
創
始
者
と
し
て
ま
ず
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ね
じ
れ
は
教
育
社
会
学
辞
典
の
著
者
が
教
育
社
会
学
を
戦
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
学
問
分
野
と
し
て
捉
え
て
い
る

た
め
に
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
社
会
学
の
視
線
が
戦
前
を
向
い
て
お
ら
ず
、
現
在
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
教
育
社

会
学
辞
典
以
外
で
も
、
日
本
教
育
社
会
学
会
二
〇
周
年
記
念
の
学
会
事
業
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
教
育
社
会
学
の
基
本
問
題
』（
一

九
七
三
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
日
本
教
育
社
会
学
史
」
お
よ
び
「
日
本
教
育
社
会
学
史
年
表
」
で
は
、
学
史
の
記
述
は
日
本
教

育
社
会
学
会
発
足
前
後
以
降
、
戦
後
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
参
考
文
献
に
お
い
て
も
『
文
化
と
教
育
』（
蔵
内
、
一
九
四
八
＝
著
作
集

三
：
三
八
五
︲
五
二
九
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
教
育
社
会
学
辞
典
で
は
蔵
内
数
太
が
教
育
社
会
学
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
中
、
本
格
的
に
教
育
社
会
学

史
の
中
に
蔵
内
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
論
稿
が
出
る
の
は
、
く
し
く
も
『
新
教
育
社
会
学
辞
典
』
と
同
じ
一
九
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た

『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス 

日
本
の
社
会
学 
16 
教
育
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
柴
野
昌
山
は
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
蔵

内
の
教
育
社
会
学
を
教
育
社
会
学
史
の
助
走
期
に
お
け
る
仕
事
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
教
育
社
会
学
が
新
制
大
学
の
中
に
制
度

と
し
て
発
足
し
て
発
展
し
た
戦
後
の
発
展
期
と
戦
前
の
助
走
期
の
間
に
「
断
絶
」
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
（
柴
野
、 

一
九
八
六

ａ
：
五
︲
六
）。
教
育
社
会
学
史
に
お
け
る
戦
前
戦
後
の
学
史
的
断
絶
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
節
で
見
た
よ
う
に
蔵
内
は
教
育
社
会

学
を
戦
前
戦
後
と
継
続
し
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
を
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
３
節
で
検
討
す
る
。

２
．
蔵
内
の
生
涯
と
社
会
学）2
（

　

蔵
内
の
生
涯
を
研
究
テ
ー
マ
と
職
歴
と
い
う
観
点
で
概
観
す
る
と
き
、
七
つ
の
時
期
区
分
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
視
野
を
広
げ
て

研
究
歴
を
中
心
に
見
つ
つ
も
、
人
的
な
交
流
や
教
育
（
講
義
担
当
）、
学
会
活
動
な
ど
蔵
内
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
い
く
。
こ
の
作
業
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は
３
節
で
蔵
内
社
会
学
の
中
で
教
育
社
会
学
研
究
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
時
期
区
分
は
次
の
七
つ
で

あ
る
。
⑴
岡
山
時
代
（
生
年
か
ら
第
六
高
等
学
校
卒
業
ま
で
）、
⑵
東
京
帝
国
大
学
時
代
、
⑶
文
部
省
・
私
大
講
師
時
代
、
⑷
九
州
帝

国
大
学
時
代
、
⑸
大
阪
大
学
時
代
、
⑹
関
西
学
院
大
学
・
追
手
門
学
院
大
学
時
代
、
⑺
大
学
退
職
以
後
、
で
あ
る
（
本
論
文
末
に
掲

げ
る
「
蔵
内
数
太
年
図
」
を
参
照
）。

　
⑴
　
岡
山
時
代
（
生
年
か
ら
六
高
卒
業
ま
で
：
一
八
九
六
〜
一
九
一
七
年
）

　

蔵
内
は
、
一
八
九
六
年
八
月
一
日
、
岡
山
県
後
月
郡
西
江
原
村
（
現
井
原
市
西
江
原
町
）
に
、
父
静
三
郎
（
一
八
六
三
～
一
九
四
七

年
）、
母
与
志
遠
（
一
八
六
六
～
一
九
五
七
年
）
の
第
三
子
（
姉
が
二
人
）
と
し
て
出
生
し
た
。
静
三
郎
（
号 

守
軒
）
は
漢
学
塾
興
譲
館

の
出
身
で
あ
り
、
第
二
代
館
長
阪
田
警
軒
（
一
八
五
三
～
一
八
九
九
年
）
の
も
と
で
塾
頭
を
務
め
た
。「
警
軒
は
私
の
間
接
の
恩
師
」

（
著
作
集
五
：
五
〇
四
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
父
静
三
郎
を
通
し
て
、
興
譲
館
の
文
化
的
影
響
下
で
、
蔵
内
の
漢
学
の
素
養
は
培
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
私
立
興
譲
館
中
学
校
を
経
て
、
一
九
一
四
年
九
月
第
六
高
等
学
校
（
岡
山
市
）
に
入
学
。
一
九
一
七
年
七
月
一
〇

日
に
第
六
高
等
学
校
大
学
予
科
第
一
部
丙
類
を
修
了
し
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
（
社
会
学
専
修
）
に
入
学
し
た
。
六
高

で
所
属
し
た
第
一
部
丙
類
は
法
律
科
・
政
治
科
・
文
科
に
進
学
す
る
者
で
ド
イ
ツ
語
を
主
と
し
て
学
ぶ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
担
任
は
独

文
学
者
の
雪
山
俊
夫
教
授
（
一
八
八
〇
～
一
九
四
〇
年
）
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
の
習
得
が
蔵
内
の
ド
イ
ツ
社
会
学
へ
の
傾
倒
の
基

礎
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

蔵
内
は
幼
少
時
代
（
備
中
江
原
時
代
）
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
書
き
残
し
て
い
な
い
。
六
車
進
子
（
一
九
九
一
）
は
「
蔵
内
に
社
会
学

を
志
ざ
さ
せ
た
と
繰
り
返
し
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
た
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
「
中
学
の
頃
み
た
、
旭
川
沿
い
の
料
亭
か
ら
嘲
笑
を
こ

め
て
投
下
さ
れ
る
残
飯
を
川
原
で
必
死
に
拾
い
口
に
し
て
い
た
一
家
族
の
姿
」
で
あ
っ
た
と
書
き
残
し
て
い
る
。
六
車
は
旭
川
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
並
べ
て
「
上
京
し
た
大
正
十
年
前
後
の
社
会
・
文
化
の
激
動
」
を
「
蔵
内
社
会
学
が
現
前
化
し
て
く
る
沸
騰
し
た
現
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場
」
と
評
し
、「
速
成
の
近
代
化
の
中
、
共
同
体
が
大
き
く
変
容
し
て
い
く
と
き
」
に
居
合
わ
せ
た
こ
と
が
蔵
内
社
会
学
の
原
点
で

あ
る
と
解
釈
し
て
い
る）（
（

。
蔵
内
は
日
本
社
会
の
大
き
な
変
動
の
中
に
人
生
を
送
っ
た
。
六
車
は
、
蔵
内
理
論
の
核
は
「
個
の
生
と
死

を
幾
重
に
も
超
え
て
悠
久
に
流
れ
る
巨
視
的
時
間
に
お
い
て
永
遠
に
存
続
し
て
い
る
共
同
体
と
い
う
観
念
︱
命
」
の
問
題
で
あ
る
と

指
摘
す
る
。
し
か
し
「
蔵
内
の
共
同
体
に
血
と
土
の
匂
い
は
な
い
」
と
も
い
う
。「
晩
年
、
蔵
内
は
澄
明
化
さ
れ
た
共
同
体
に
還
っ

て
い
く
」
と
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
。
蔵
内
の
共
同
体
観
は
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
備
中
江
原
で
の
体
験
が
強
く
規
定
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

米
村
昭
二
（
一
九
九
〇
ａ
）
は
、
蔵
内
の
「
全
体
社
会
の
概
念
は
、
諸
結
合
の
複
合
、
地
域
的
範
囲
、
生
活
の
自
足
性
と
い
う
三

つ
の
要
因
に
規
定
さ
れ
て
」
お
り
、
全
体
社
会
論
の
先
行
理
論
で
あ
る
高
田
保
馬
の
そ
れ
と
比
し
て
、「
高
田
の
場
合
、
社
会
的
結

合
の
稠
密
な
集
中
が
全
体
社
会
と
い
う
一
つ
の
空
間
的
範
囲
を
定
め
る
の
に
対
し
、
蔵
内
で
は
、
結
合
の
稠
密
な
集
中
が
空
間
性
に

基
づ
い
て
い
る
」
点
が
「
蔵
内
の
全
体
社
会
の
大
き
な
特
徴
」
と
指
摘
す
る
。
高
田
の
全
体
社
会
論
は
、
成
員
の
す
べ
て
、
す
べ
て

の
結
合
、
自
足
的
範
囲
の
三
つ
の
要
因
か
ら
規
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
蔵
内
で
は
「
す
べ
て
の
成
員
」
が
な
く
、
逆
に
地
域
的
範
囲

が
一
構
成
要
因
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
（
米
村
、
一
九
九
〇
ａ
：
三
七
九
）。

　

こ
こ
で
は
蔵
内
の
全
体
社
会
論
を
詳
し
く
論
じ
な
い
が
、
人
が
「
地
域
的
範
囲
」
を
ど
の
よ
う
に
体
験
す
る
の
か
は
、
没
後
に
刊

行
さ
れ
る
『
備
中
江
原
図
解
説）（
（

』
の
記
述
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
備
中
江
原
図
」
は
現
在
で
い
う
岡
山
県
西
端
の
井
原
市
の
一

部
に
あ
る
山
陽
街
道
と
小
田
川
を
鳥
瞰
し
て
描
い
た
幕
末
の
実
景
図
で
、
そ
の
舞
台
は
蔵
内
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
。
解
説
で
は
た

と
え
ば
母
校
で
あ
る
興
譲
館
の
創
立
の
経
緯
と
校
名
「
興
譲
」
の
由
来
、
初
代
督
学
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
儒
学
者
阪
谷
朗
廬
の
来
歴

が
述
べ
ら
れ
、
そ
し
て
、
朗
廬
を
訪
ね
て
き
た
高
名
な
学
者
や
文
人
や
志
士
が
書
き
残
し
た
文
を
た
ど
り
な
が
ら
、
人
と
思
想
が
こ

の
地
で
ど
の
よ
う
に
交
流
し
た
か
、
そ
の
意
味
的
世
界
が
備
中
江
原
と
い
う
地
域
的
範
囲
を
舞
台
に
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
人
物
た
ち

の
体
験
と
思
想
は
共
同
体
的
精
神
と
地
域
的
範
囲
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
る
。
蔵
内
が
故
郷
備
中
江
原
を
ど
の
よ
う
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な
ま
な
ざ
し
で
眺
め
て
い
た
か
は
直
接
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
証
拠
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
備
中
江
原
図
解
説
』
は
実
存

的
追
求
の
深
さ
の
現
れ
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
蔵
内
が
考
え
る
共
同
体
の
出
発
点
で
も
あ
り
、
到
達
点
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
⑵
　
東
京
帝
国
大
学
時
代
（
上
京
か
ら
卒
業
そ
し
て
大
学
院
ま
で
：
一
九
一
七
〜
一
九
二
三
年
頃
）

　

さ
て
、
蔵
内
が
上
京
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
社
会
学
を
専
攻
す
る
こ
と
を
決
め
た
と
き
の
回
顧
が
あ
る
。「
高
等
学
校

三
年
生
の
時
大
学
で
社
会
学
を
専
攻
す
る
こ
と
に
き
め
た
が
、
ク
ラ
ス
の
中
で
た
っ
た
ひ
と
り
文
学
部
へ
、
そ
れ
も
社
会
学
科
へ
と

い
う
の
は
、
周
囲
の
人
か
ら
は
当
時
物
ず
き
に
も
見
ら
れ
た
。
…〈
中
略
〉…
そ
の
頃
私
が
社
会
学
と
い
う
学
問
に
も
っ
て
い
た
イ

メ
ー
ジ
は
、
芸
術
と
か
思
想
と
か
と
い
っ
た
も
の
を
『
社
会
』
的
背
景
に
相
対
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
何
か
方
法
を
も
っ

て
い
る
学
問
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た）5
（

」（
著
作
集
五
：
四
五
五
）
と
い
う
。

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
社
会
学
を
専
攻
と
す
る
選
択
の
動
機
と
旭
川
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
蔵

内
は
大
学
へ
の
進
学
に
際
し
て
、
当
初
か
ら
社
会
学
の
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
節
が
あ
る）6
（

。
父
蔵
内
守
軒
（
静
三
郎
）
と

守
軒
の
師
で
あ
る
阪
田
警
軒
の
系
譜
に
位
置
し
、
熊
沢
蕃
山
に
傾
倒
す
る
蔵
内
は
学
者
を
人
生
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
「
長
い
歴
史
の
間
に
反
復
伝
え
ら
れ
て
来
た
人
間
の
洞
察
」（
著
作
集
四
：
九
八
）
の
系
譜
を
近
代
社
会
に
お
け

る
（
理
論
）
社
会
学
に
求
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
旭
川
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
社
会
問
題
を
探
求
す
る
学
問
と
し

て
の
社
会
学
が
直
接
的
に
導
か
れ
や
す
い
。
そ
の
よ
う
な
側
面
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
川
原
で
投
げ
ら
れ
た
残
飯
を

口
に
す
る
家
族
が
逆
照
射
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
社
会
を
捉
え
る
方
法
を
こ
れ
か
ら
学
ぶ
社
会
学
に
予
感
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
蔵
内
は
建
部
遯
吾
の
も
と
で
社
会
学
の
特
質
と
方
法
を
つ
か
も
う
と
懸
命
に
学
ぼ
う
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。
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建
部
の
社
会
学
は
壮
大
な
綜
合
的
社
会
学
体
系
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
こ
れ
に
は
当
時
の
若
い
世
代
に
は
通
じ

が
た
い
面
」
が
あ
っ
た
が
、
ま
た
「
社
会
学
研
究
者
の
視
野
の
拡
大
を
促
し
た
面
」
も
あ
っ
た
（
蔵
内
、
一
九
八
五
：
二
一
七
）
と
評

価
す
る
よ
う
に
、
蔵
内
は
「（
建
部
）
先
生
の
説
に
対
す
る
意
識
し
た
反
逆
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」。
し
か
し
、
蔵
内
は
「
社

会
学
の
学
問
的
特
質
に
つ
い
て
そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か
ら
ず
、
充
た
さ
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
」（
著
作
集
四
：
九
三
）。

そ
う
し
た
中
、
高
田
保
馬
と
出
会
い
、
高
田
の
大
著
『
社
会
学
原
理
』（
一
九
一
九
）
を
通
読
し
て
蔵
内
は
「
急
に
眼
界
が
開
け
た

感
じ
が
し
た
」
と
い
う
。
高
田
か
ら
刺
激
を
受
け
、
卒
業
後
は
「
社
会
の
社
会
的
な
る
も
の
は
何
か
、
社
会
学
の
社
会
学
的
な
る
も

の
は
何
か
を
知
る
こ
と
」
が
蔵
内
の
一
貫
し
た
課
題
と
な
っ
た
。

　

一
九
二
〇
年
に
書
か
れ
た
卒
業
論
文
の
題
目
は
「
社
会
衰
頽
の
原
因
考
察
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
は
「
人
口
減
衰
と
社
会
の
衰

頽
」（
一
九
二
一
）（
著
作
集
一
：
四
一
三
︲
四
二
五
）
と
し
て
活
字
に
な
っ
て
い
る
。
高
田
の
著
作
に
導
か
れ
な
が
ら
も
、
蔵
内
は
卒

業
後
も
し
ば
ら
く
建
部
の
影
響
下
に
あ
り
、
卒
業
後
に
在
籍
し
た
大
学
院
で
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
問
題
と
国
運
の
関
係
」
で
あ
り
、

こ
れ
に
も
建
部
の
影
響
が
見
て
と
れ
る
。

　
⑶
　
文
部
省
・
私
大
講
師
時
代
（
文
部
省
勤
務
か
ら
九
大
赴
任
ま
で
：
一
九
二
三
年
頃
〜
一
九
三
三
年
）

　

建
部
の
壮
大
な
社
会
学
に
不
満
を
感
じ
て
、
当
初
は
秋
葉
隆
、
田
辺
寿
利
と
タ
ル
ド
や
ジ
ン
メ
ル
の
輪
読
会
を
も
っ
て
い
た
が
、

時
は
第
一
次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
社
会
学
の
「
英
雄
時
代
」
に
あ
た
り
、「
現
象
学
的
社
会
学
や
文
化
的
・
知
識
社
会
学
の
書
物
に
取

り
憑
か
れ
」
た
（
著
作
集
五
：
四
五
六
）。
第
一
次
大
戦
後
の
社
会
学
界
の
空
気
︱
︱
す
な
わ
ち
、
一
九
二
二
年
の
建
部
の
辞
職
、
ド

イ
ツ
社
会
学
の
輸
入
、
一
般
社
会
の
「
社
会
」
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
︱
︱
は
、
東
京
帝
国
大
学
社
会
学
研
究
室
に
出
入
り
す
る

社
会
学
徒
た
ち
に
自
然
と
新
し
い
動
き
を
促
し
た
。
先
の
輪
読
会
は
拡
大
発
展
し
、
一
九
二
四
年
七
月
に
「
東
京
社
会
学
研
究
会
」

が
発
会
し
た
。
こ
の
「
さ
さ
や
か
な
研
究
会
」
に
は
、
松
本
潤
一
郎
、
秋
葉
隆
、
鈴
木
栄
太
郎
、
本
田
喜
代
治
、
喜
多
野
清
一
ら
が
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参
会
し
て
い
た
（
著
作
集
五
：
四
四
九
︲
四
五
三
）。

　

一
九
二
〇
年
七
月
に
大
学
卒
業
後
、
同
年
八
月
か
ら
文
部
省
嘱
託
に
就
任
、
教
育
関
係
の
調
査
研
究
に
従
事
し
つ
つ
、
法
政
大
学
、

日
本
大
学
等
で
講
師
と
し
て
社
会
学
を
講
じ
た
。
文
部
省
時
代
に
は
、
実
業
補
習
学
校
の
公
民
教
育
教
授
要
綱
の
内
容
に
社
会
学
の

知
識
を
盛
り
込
ん
だ
綿
貫
哲
雄
と
の
仕
事
（
蔵
内
、
一
九
二
五
年
六
、
一
〇
月=

著
作
集
三
：
三
︲
四
六
、 

四
七
︲
七
七
）
や
、
同
じ
く

綿
貫
と
の
共
著
（
一
九
二
六
年
＝
著
作
集
三
：
八
七
︲
二
二
二
）
が
蔵
内
の
教
育
社
会
学
研
究
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
非
常

勤
講
師
と
し
て
担
当
し
た
授
業
の
中
に
は
、
教
育
社
会
学
を
内
容
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
法
政
大
学
に
お
い
て
、
一
九
二
九
年
「
社

会
学
特
殊
研
究
（
社
会
学
の
諸
問
題
と
く
に
教
育
社
会
学
的
問
題
）」、
一
九
三
二
年
「
社
会
学
特
殊
研
究
（
教
育
社
会
学
）」
を
担
当
し

て
い
る）7
（

。

　
⑷
　
九
州
帝
国
大
学
時
代
（
赴
任
か
ら
退
職
ま
で
：
一
九
三
三
〜
一
九
四
六
年
）

　

一
九
三
三
年
一
一
月
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
助
教
授
に
就
任
し
、
一
九
三
五
年
一
一
月
教
授
に
昇
任
し
た
。
九
大
に
お
け
る
講

義
は
文
化
社
会
学
を
中
心
に
、
演
習
で
は
Ｍ
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
、
Ｔ
・
ガ
イ
ガ
ー
、
Ａ
・
Ｆ
・
フ
ィ
ア
カ
ン
ト
の
原
著
を
講
読
し
て
い

る
。
教
育
社
会
学
に
関
す
る
内
容
は
確
認
で
き
な
い
。
九
州
帝
国
大
学
赴
任
の
前
後
か
ら
は
「
蔵
内
に
と
っ
て
正
に
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
な
時
期
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
論
文
は
、
戦
前
戦
中
期
ま
で
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
一
九
四
三
年

出
版
の
『
文
化
社
会
学
』
に
結
実
す
る
。
と
く
に
、
論
文
「
個
人
と
社
会
」（
一
九
三
五
年
七
月
）
は
「
現
象
学
的
社
会
学
者
」
と
し

て
の
蔵
内
（
社
会
学
）
を
方
向
づ
け
た
画
期
的
な
論
文
で
あ
る
（
米
村
、
一
九
九
一
）。
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
社
会
の
本
質
は
意
識

体
験
の
う
ち
に
直
接
与
え
ら
れ
る
我
と
汝
と
の
「
視
界
の
相
互
性
」
に
あ
る
と
し
た
リ
ッ
ト
（T

heodor Litt

）
の
説
を
採
用
し
、

以
後
、
こ
の
説
を
礎
と
し
て
自
身
の
社
会
学
の
体
系
化
を
進
め
た
。
蔵
内
の
社
会
学
の
特
徴
は
、
そ
の
理
論
展
開
に
際
し
て
東
洋
思

想
や
日
本
文
化
の
伝
統
を
考
慮
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
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九
州
帝
国
大
学
赴
任
前
後
は
教
育
社
会
学
の
論
文
を
多
数
執
筆
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
部
省
か
ら
視
学
委
員
を
嘱
託
さ
れ
福
岡
県

内
の
中
等
学
校
に
公
民
科
授
業
の
視
察
の
た
め
訪
れ
て
い
る
。
教
育
社
会
学
関
係
の
仕
事
は
一
九
三
〇
年
代
末
ま
で
続
く
が
、
一
九

四
〇
年
頃
か
ら
日
本
の
思
想
伝
統
に
関
す
る
考
説
・
論
稿
が
増
え
て
く
る
。
こ
の
時
期
か
ら
日
本
精
神
文
化
の
研
究
を
主
眼
と
す
る

民
間
の
研
究
所
で
あ
る
斯
道
文
庫
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
三
九
年
一
一
月
に
福
岡
市
に
設
立
さ
れ
た
斯
道
文
庫
は
地
元
の

九
州
帝
国
大
学
関
係
者
の
協
力
を
得
て
活
動
を
進
め
て
い
く
。
蔵
内
は
一
九
四
〇
年
一
月
相
談
役
、
一
九
四
一
年
三
月
顧
問
、
一
九

四
四
年
六
月
に
理
事
（
～
一
九
四
五
年
一
二
月
）
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
機
関
誌
『
斯
道
文
庫
報
』
へ
の
寄
稿
や
文
庫
主
催

の
夏
期
講
座
講
師
な
ど
、
文
庫
の
研
究
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。
東
洋
思
想
お
よ
び
日
本
思
想
に
つ
い
て
の
造
詣
と
関
心
は
こ
の
時

期
か
ら
論
稿
と
な
っ
て
い
く
。
論
語
と
社
会
学
、
易
の
社
会
学
、
連
句
の
社
会
学
的
考
察
は
『
文
化
社
会
学
』（
蔵
内
、
一
九
四
三
＝

著
作
集
二
：
三
︲
二
九
九
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
六
年
三
月
に
九
州
帝
国
大
学
教
授
を
退
官
す
る
。
一
九
四
八
年
九
月
に
大
阪
大
学
に
法
文
学
部
が
新
設
さ
れ
た
社
会
学
講

座
に
初
代
教
授
と
し
て
着
任
す
る
ま
で
は
二
年
半
の
空
白
期
間
と
な
る
。
こ
の
退
職
は
『
九
州
大
学
五
十
年
史
・
学
術
史
・
下
巻
』

（
一
九
六
七
：
二
一
三
）
に
は
「
九
大
思
想
審
議
会
の
示
唆
に
よ
る
」「
自
発
的
退
官
」
と
あ
る
。
退
官
の
事
情
は
詳
ら
か
で
は
な
い）8
（

。

こ
の
間
、
蔵
内
は
一
九
四
七
年
一
〇
月
二
三
日
に
は
「
文
化
社
会
学
」
に
よ
り
東
京
大
学
か
ら
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
て
い
る
。

戦
後
最
初
の
単
著
『
文
化
と
教
育
』（
一
九
四
八
年
一
月
）
も
こ
の
間
の
仕
事
で
あ
る
。
森
東
吾
（
一
九
八
八
）
は
『
社
会
学
評
論
』

に
追
悼
文
を
寄
せ
、
蔵
内
が
一
九
四
七
年
晩
秋
に
詠
ん
だ
一
首
「
波
騒
ぐ
浦
に　

一
羽
の
鷗
飛
ぶ　

わ
が
物
思
ひ
の
影
の
ご
と
飛

ぶ
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
⑸
　
大
阪
大
学
時
代
（
着
任
か
ら
定
年
退
職
ま
で
：
一
九
四
八
〜
一
九
六
〇
年
）

　

一
九
四
八
年
九
月
に
大
阪
大
学
に
法
文
学
部
が
新
設
さ
れ
る
と
、
蔵
内
は
社
会
学
講
座
の
初
代
教
授
と
し
て
着
任
し
た
（
一
〇
月
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二
五
日
の
開
講
と
と
も
に
講
師
、
教
授
任
命
は
一
一
月
二
六
日
）。
講
義
は
「
社
会
学
通
論
（
普
通
講
義
）」
を
担
当
し
て
い
る
。
一
九
五

〇
年
に
は
阪
大
に
社
会
学
第
二
講
座
（
経
験
社
会
学
）
が
設
置
さ
れ
、
小
山
隆
が
着
任
し
て
い
る
。
大
阪
大
学
勤
務
の
時
期
（
～
一

九
六
〇
年
四
月
）
に
お
い
て
、
蔵
内
は
学
内
外
で
精
力
的
に
活
動
を
し
て
い
る
。
学
会
活
動
で
は
日
本
社
会
学
会
理
事
（
一
九
五
〇
年

一
〇
月
～
六
〇
年
一
〇
月
）、
同
会
長
（
一
九
五
八
年
一
〇
月
～
六
〇
年
一
〇
月
）、
関
西
社
会
学
会
代
表
（
の
ち
委
員
長
）（
一
九
五
六
年

五
月
～
五
九
年
五
月
）
と
社
会
学
会
を
牽
引
す
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
き
、
第
二
回
国
際
社
会
学
会
議
（
一
九
五
三
年
八
月
、
於
リ
ェ
ー

ジ
ュ
）
に
出
席
し
て
い
る
。
ま
た
学
内
で
は
大
阪
大
学
文
学
部
長
（
一
九
五
四
年
四
月
～
五
九
年
三
月
）
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
戦

後
発
足
し
た
日
本
教
育
社
会
学
会
の
理
事
に
も
一
九
五
〇
年
一
一
月
に
就
き
（
～
一
九
六
九
年
一
〇
月
）、
再
び
教
育
社
会
学
の
論
文

を
出
す
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期
か
ら
蔵
内
の
中
心
的
な
仕
事
は
自
身
の
社
会
学
体
系
の
構
築
へ
と
シ
フ
ト
す
る
。
そ
の
最

初
の
成
果
は
『
社
会
学
概
論
』（
一
九
五
三
年
）
と
し
て
結
実
す
る
。

　
⑹
　
関
西
学
院
大
学
・
追
手
門
学
院
大
学
時
代
（
一
九
六
〇
〜
一
九
七
三
年
）

　

大
阪
大
学
退
職
後
、
一
九
六
〇
年
四
月
に
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
の
設
置
と
と
も
に
教
授
就
任
、
新
設
さ
れ
た
社
会
学
部
の

「
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
」
迎
え
ら
れ
た
（
高
坂
、
一
九
九
五
）。
そ
の
後
、
一
九
六
七
年
四
月
に
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
教
授
（
～
一

九
七
四
年
三
月
）
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
中
心
的
仕
事
は
『
社
会
学
概
論
』（
一
九
五
三
年
）
の
改
訂
増
補
で
あ
り
、『
社
会

学
』（
一
九
六
二
年
）、『
社
会
学
（
増
補
版
）』（
一
九
六
六
年
）
と
着
実
に
体
系
化
を
進
め
て
い
く
。

　

蔵
内
の
社
会
学
は
、
社
会
学
論
お
よ
び
社
会
学
の
対
象
論
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
社
会
学
論
は
史
論
と
方
法
論
に
分
か
れ
て
お
り
、

社
会
学
の
発
生
と
発
達
を
考
察
し
た
「
史
論
」
で
は
、
日
本
の
社
会
学
史
に
お
い
て
「
西
洋
社
会
学
の
移
植
は
…
…
永
い
思
惟
の
伝

統
を
も
つ
文
化
的
土
壌
に
行
な
わ
れ
た
」
と
観
る
。
こ
の
点
に
蔵
内
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
社
会
学
が
扱
う
領
域
を
、
集
団
社
会

学
、
文
化
社
会
学
、
理
論
社
会
学
、
歴
史
社
会
学
の
四
部
門
に
分
け
、
研
究
方
法
論
に
関
し
て
は
、
単
一
の
方
法
へ
の
固
着
を
戒
め
、
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現
象
学
的
方
法
、
精
神
科
学
・
理
解
的
方
法
、
自
然
科
学
的
方
法
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
一
九
六
二
年
版
以
降
三
つ
の
方
法
の
う

ち
現
象
学
的
方
法
が
全
体
の
方
法
的
基
礎
に
な
る
。
蔵
内
は
社
会
学
の
対
象
で
あ
る
社
会
を
三
つ
の
レ
ベ
ル
︱
︱
関
係
、
集
団
、
全

体
社
会
︱
︱
に
分
け
た
。
ま
た
、
社
会
本
質
論
に
お
い
て
、
リ
ッ
ト
の
「
視
界
の
相
互
性
」
の
他
我
認
識
の
曖
昧
性
を
克
服
す
る

「
自
覚
の
後
至
性
」
の
体
験
論
を
展
開
し
た
。
蔵
内
の
理
論
的
関
心
は
、
全
体
社
会
と
そ
の
社
会
変
動
に
あ
る
。
全
体
社
会
の
構
成

を
分
析
す
る
た
め
の
〈
法
則
（
理
）・
運
命
（
命
）・
規
範
（
法
）・
潮
流
（
勢
）〉
の
四
つ
の
観
点
、
社
会
学
的
時
間
論
の
展
開
と
社

会
変
動
の
因
子
と
し
て
の
〈
前
集
団
、
役
割
集
団
、
後
集
団
〉
の
区
別
は
、
蔵
内
社
会
学
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
「
本
書
は
日
本

で
最
初
の
体
系
的
な
現
象
学
的
社
会
学
の
本
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
富
永
、
二
〇
〇
四
：
三
八
一
）。『
社
会
学 

（
増
補

版
）』（
一
九
六
六
年
）（
著
作
集
一
：
一
︲
三
三
二
）
は
「
蔵
内
社
会
学
」
の
到
達
点
で
あ
る
。

　
⑺
　
大
学
退
職
以
後
（
一
九
七
四
〜
一
九
八
八
年
）

　

七
〇
年
代
半
ば
か
ら
『
蔵
内
数
太
著
作
集
』
全
五
巻
（
一
九
七
六
～
八
四
年
）
の
編
集
出
版
に
着
手
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
易

の
社
会
学
的
研
究
や
中
山
み
き
の
思
想
に
関
す
る
研
究
な
ど
、
晩
年
は
、
日
本
の
文
化
史
を
異
文
化
接
触
の
諸
相
と
い
う
観
点
か
ら

探
求
し
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
「
日
本
文
化
の
社
会
学
」
と
題
さ
れ
る
『
著
作
集
第
五
巻
』（
一
九
八
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
大
学
時
代
か
ら
か
か
わ
っ
て
き
た
適
塾
記
念
会
や
懐
徳
堂
記
念
会
の
会
報
に
書
か
れ
た
諸
論
稿
も
同
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
後
学
の
社
会
学
者
か
ら
求
め
ら
れ
て
、
富
永
健
一
著
『
社
会
学
原
理
』（
一
九
八
六
）
の
書
評
や
領
家
穣
と
の
ダ
イ
ア
ロ
グ

（
領
家 

一
九
八
五
、
蔵
内
：
一
九
八
五
）
を
行
っ
て
お
り
、
最
晩
年
ま
で
現
役
で
研
究
活
動
を
継
続
し
た
。

　

一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
七
月
六
日
、
自
宅
に
お
い
て
高
血
圧
性
心
疾
患
の
た
め
逝
去
。
享
年
九
一
歳
で
あ
っ
た
。
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３
．
蔵
内
の
教
育
社
会
学

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
蔵
内
は
研
究
の
初
期
か
ら
教
育
社
会
学
の
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
戦
前
期
か
ら
戦
後
期
ま
で
、

前
節
の
時
代
区
分
に
よ
れ
ば
、
⑶
文
部
省
・
私
大
講
師
時
代
、
⑷
九
州
帝
国
大
学
時
代
の
前
半
、
そ
し
て
、
⑸
大
阪
大
学
時
代
ま
で
、

著
書
や
論
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
主
な
業
績
で
あ
る
六
つ
の
論
稿
を
取
り
上
げ
、
内
容
を
確
認
し
て
い
く
。
一
九
二
六
年

は
最
初
期
の
、
そ
し
て
、
五
三
年
は
最
後
の
教
育
社
会
学
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
間
に
書
か
れ
た
単
著
二
冊
に
所
収
さ
れ
た
論
稿

と
新
明
正
道
（
一
九
四
四
：
七
八
六
）
が
社
会
学
辞
典
に
お
い
て
言
及
し
た
岩
波
雑
誌
『
教
育
』
に
載
っ
て
い
る
論
文
を
加
え
、
戦

前
戦
中
戦
後
に
お
け
る
蔵
内
の
教
育
社
会
学
の
内
容
を
確
認
し
て
い
く
。

一
九
二
六
年
「
社
会
学
と
教
育
」
綿
貫
哲
雄
と
共
著
「
社
会
学
」（
師
範
教
育
研
究
会
編
『
師
範
大
学
講
座
』
山
海
堂
出
版
部
）
第
二
編

（『
著
作
集
三
』
に
収
録
）

一
九
三
三
年
「
教
育
と
社
会
学
」『
教
育
』
18
、
岩
波
書
店

一
九
四
三
年
「
教
育
社
会
学
の
問
題
」『
文
化
社
会
学
』
培
風
館
（『
著
作
集
二
』
に
収
録
）

一
九
四
八
年
『
文
化
と
教
育
』
丁
子
屋
書
店
（『
著
作
集
三
』
に
収
録
）

一
九
四
九
年
／
一
九
五
四
年
「
教
育
と
社
会
」
田
辺
寿
利
編
『
社
会
学
体
系
第
1（
巻
・
教
育
』（
国
立
書
院
）
石
泉
社
（『
著
作
集
三
』
に
収

録
）

一
九
五
三
年
「
教
育
社
会
学
の
領
域
と
課
題
」『
講
座
教
育
社
会
学
第
１
巻
・
近
代
国
家
と
教
育
』
東
洋
館
出
版
社
（『
著
作
集
三
』
に
収

録
）

　

一
九
二
六
年
「
社
会
学
と
教
育
」
は
二
つ
の
版
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
初
出
は
『
師
範
大
学
講
座
』（
一
九
二
六
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年
）
に
収
録
さ
れ
た
「
社
会
学
」
と
題
す
る
論
文
で
綿
貫
哲
雄
と
共
著
で
あ
る
。
こ
の
「
社
会
学
」
の
中
身
は
綿
貫
が
執
筆
し
た

「
第
一
部 

教
育
の
基
礎
と
し
て
の
社
会
学
」
と
蔵
内
が
著
し
た
「
第
二
部 

社
会
学
と
教
育
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
対
象

と
す
る
の
は
第
二
部
で
あ
る
。
さ
て
、『
師
範
大
学
講
座
』
は
一
四
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
大
著
で
八
つ
の
科
目
（
章
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
一
つ
が
「
社
会
学
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
一
九
二
七
年
に
各
科
目
別
に
分
割
製
本
し
た
も
の
が
『
教
育
的
社
会
学
』

（
綿
貫
哲
雄
と
共
著
）
と
し
て
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
分
割
製
本
の
際
に
「
社
会
学
」
が
『
教
育
的
社
会
学
』
と
改
題
さ
れ
て
、
表
紙
と

奥
付
が
つ
け
ら
れ
て
世
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
単
行
書
と
し
て
出
版
し
た
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
」（
同
書
奥
付
）
と
付
記
さ
れ
て

い
る
。
本
論
文
で
は
初
出
の
一
九
二
六
年
版
の
書
誌
情
報
を
優
先
す
る
。

　

さ
て
、
一
九
二
六
年
「
社
会
学
と
教
育
」
は
社
会
学
説
史
と
教
育
社
会
学
説
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
六
章
立
て
の
う
ち
、
一
～

五
章
は
社
会
学
説
で
、
最
終
章
の
六
章
が
「
教
育
の
社
会
学
」
で
あ
り
割
合
も
全
一
五
五
ペ
ー
ジ
中
三
五
ペ
ー
ジ
に
過
ぎ
な
い
。
本

書
が
一
九
二
六
年
版
で
『
社
会
学
』
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
意
味
で
納
得
が
い
く
。
社
会
学
説
は
コ
ン
ト
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、

タ
ル
ド
、
ジ
ン
メ
ル
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
テ
ン
ニ
ェ
ス
、
フ
ィ
ア
カ
ン
ト
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
教
育
社
会
学
で
は
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、

ミ
ュ
ラ
ー
・
リ
ヤ
ー
、
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
の
三
人
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
学
説
研
究
に
と
ど
ま
り
、
体
系
的
な
記
述
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　

一
九
三
三
年
「
教
育
と
社
会
学
」
は
、
岩
波
の
雑
誌
『
教
育
』
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
を
専
門
と
す
る
読
み
手
を
想

定
し
て
い
る
。
事
実
学
で
あ
る
「
教
育
の
社
会
学
」
と
規
範
的
問
題
に
立
ち
入
る
社
会
学
的
教
育
学
思
想
の
二
つ
を
「
極
め
て
概
略

に
記
述
」
し
た
も
の
で
、
両
方
と
も
に
学
説
と
学
者
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
教
育
の
社
会
学
」
の
箇
所
で
は
ウ
ォ
ー
ド
が

登
場
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
社
会
学
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
教
育
社
会
学
の
紹
介
者
と
し
て
田
制
佐
重
の
名
前

が
言
及
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
ド
イ
ツ
の
文
献
を
中
心
に
し
て
い
る
。
前
掲
書
で
扱
っ
た
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ミ
ュ

ラ
ー
・
リ
ヤ
ー
、
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
に
加
え
て
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
ガ
イ
ガ
ー
（T

heodor Geiger

）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
九
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三
〇
年
の
ガ
イ
ガ
ー
の
論
文
「
社
会
学
の
対
象
と
し
て
の
教
育
」
に
言
及
し
て
お
り
、
最
新
動
向
を
リ
サ
ー
チ
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

一
九
四
三
年
「
教
育
社
会
学
の
問
題
」
は
『
文
化
社
会
学
』
の
中
の
一
つ
の
章
で
あ
る
。
先
行
す
る
二
つ
の
論
文
と
比
べ
て
分
量

も
あ
り
丁
寧
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。「（
一
）
教
育
社
会
学
の
発
展
、（
二
）
教
育
社
会
学
の
問
題
、（
三
）
人
間
と
教
育
」
の
三
節

構
成
で
、
一
節
は
学
説
と
学
者
の
紹
介
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
四
カ
国
の
教
育
社
会
学
を
紹
介
し
て

い
る
が
、
今
ま
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
教
育
社
会
学
の
紹
介
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
記
述

は
簡
単
で
短
く
、
ド
イ
ツ
の
学
者
の
評
を
引
用
し
、「
実
用
主
義
的
な
傾
向
」
と
短
く
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
の
教
育
社
会

学
に
つ
い
て
の
学
史
的
記
述
は
管
見
の
限
り
初
め
て
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
ス
ペ
ン
サ
ー
社
会
学
と
ド
イ
ツ
の
社

会
的
教
育
学
の
輸
入
と
外
山
正
一
、
建
部
遯
吾
、
木
山
熊
次
郎
の
教
育
社
会
学
的
研
究
を
指
摘
す
る
だ
け
で
、
同
時
代
の
研
究
に
つ

い
て
は
言
及
さ
れ
な
い
。
こ
の
箇
所
は
蔵
内
が
海
外
向
け
に
英
語
で
書
い
た
レ
ビ
ュ
ー
論
文
（K

urauchi 19（7

）
の
前
半
部
分
を
翻

訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
竹
村
、
一
九
九
八
ｂ
）。
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
同
時
代
の
研
究
に
言
及
し
て
い
る
後
半

部
分
を
な
ぜ
省
略
し
た
の
か
は
別
の
課
題
と
し
て
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

　

文
化
社
会
学
と
題
す
る
著
書
の
中
に
教
育
社
会
学
の
章
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
は
、
文
化
の
社
会
に
お
け
る
存
在
過
程
に
お
い
て

教
育
が
関
連
す
る
か
ら
で
あ
る
。
文
化
の
存
在
過
程
に
は
二
つ
の
方
面
に
問
題
が
分
か
れ
る
。
ひ
と
つ
は
文
化
が
縦
に
世
代
よ
り
世

代
へ
「
か
た
り
つ
が
れ
」
伝
承
さ
れ
る
過
程
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
文
化
が
民
族
か
ら
民
族
へ
横
に
広
ま
り
伝
播
す
る
過
程
で
、
前
者

に
お
い
て
社
会
学
的
立
場
か
ら
教
育
の
考
察
が
あ
り
、
後
者
に
お
い
て
文
化
交
流
の
問
題
と
し
て
議
論
が
成
立
す
る
。「
文
化
社
会

学
の
一
端
と
し
て
の
教
育
社
会
学
」
と
い
う
位
置
づ
け
は
こ
こ
で
成
立
し
て
い
る
。

　

一
九
四
八
年
『
文
化
と
教
育
』
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
教
育
社
会
学
の
内
容
は
「
第
二
部 

教
育
と
社
会
」
で
述
べ
ら
れ

る
。
そ
の
中
の
第
一
節
の
「
社
会
学
と
教
育
」
で
は
、
総
合
的
社
会
学
か
ら
ミ
ュ
ラ
ー
・
リ
ヤ
ー
、
分
析
的
社
会
学
の
立
場
か
ら
テ
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オ
ド
ー
ル
・
ガ
イ
ガ
ー
、
社
会
学
的
教
育
学
と
し
て
ル
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
オ
ッ
ト
ー
、
ス
ネ
ッ
デ
ン
の
学
説
が
丁
寧

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
社
会
学
的
教
育
学
は
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
教
育
的
社
会
学
で
あ
る
。
第
二
節
の
「
社
会
と
教
育
」
で
は
、

戦
前
期
に
書
い
た
公
民
教
育
や
職
業
指
導
に
つ
い
て
の
論
文
に
修
訂
を
加
え
、
個
人
が
現
実
的
に
社
会
に
か
か
わ
る
側
面
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
第
三
節
で
は
戦
後
日
本
社
会
に
お
け
る
「
社
会
教
育
」
の
性
格
を
論
じ
て
い
る
。
学
説
研
究
に
応
用
研
究
を
加
え
て

い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
序
文
に
お
い
て
、
蔵
内
は
本
書
を
前
書
『
文
化
社
会
学
』（
一
九
四
三
年
）
の
ひ
と
つ
の
補
正
と
し
て
意
味

づ
け
て
い
る
。「
文
化
の
新
し
い
世
紀
を
建
設
す
る
」
に
あ
た
り
、
社
会
学
は
「
現
象
の
冷
か
な
客
観
的
認
識
を
企
て
る
科
学
」
と

し
て
責
任
を
負
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。（
著
作
集
三
：
三
八
五
︲
三
八
七
）

　

一
九
四
九
年
／
一
九
五
四
年
「
教
育
と
社
会
」
は
、
全
一
五
巻
で
構
成
さ
れ
る
講
座
本
『
社
会
学
大
系
』
の
第
一
四
巻
（
教
育
）

に
書
か
れ
た
論
文
で
あ
る
。
こ
の
『
社
会
学
大
系
』
の
一
九
四
九
年
の
国
立
書
院
版
は
発
刊
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。
論
文
原
稿
は

一
九
四
九
年
版
で
書
か
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四
年
石
泉
社
版
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）9
（

。 

こ
の
論
文
は
体
系
的
な
記
述
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。「
一 

教
育
社
会
学
の
発
展
、
二 

教
育
の
社
会
的
意
義
、
三 

教
育
の
社
会
形
式
、

四 

教
育
の
内
容
」
の
四
節
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
一
は
学
説
紹
介
で
あ
り
、
前
掲
の
論
文
と
同
様
に
教
育
思
想
に
お
け
る
「
社
会

の
発
見
」
と
存
在
学
と
し
て
の
社
会
学
か
ら
の
教
育
へ
の
接
近
を
説
明
し
て
い
る
。
取
り
上
げ
る
学
者
は
前
掲
と
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
者
が
中
心
で
あ
る
が
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
教
育
社
会
学
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

教
育
社
会
学
の
制
度
化
を
簡
単
に
扱
っ
た
後
、
ス
ネ
ッ
デ
ン
を
取
り
上
げ
て
「
米
国
の
学
問
、
社
会
学
の
実
用
的
傾
向
と
実
証
的
調

査
を
重
ん
じ
る
傾
向
を
代
表
し
て
い
る
」
と
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
デ
ュ
ー
イ
へ
の
言
及
も
見
ら
れ
る
。
一
方
で
ミ
ュ
ラ
ー
・
リ

ヤ
ー
の
比
重
が
大
幅
に
減
じ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
ミ
ュ
ラ
ー
・
リ
ヤ
ー
の
教
育
社
会
学
は
社
会
の
発
展
段
階
に
対

応
さ
せ
て
教
育
の
発
展
を
三
段
階
に
分
け
論
じ
て
い
る
教
育
進
化
論
と
い
う
べ
き
内
容
で
、
綜
合
社
会
学
の
系
譜
に
連
な
る
。
個
別

科
学
と
し
て
の
社
会
学
を
展
開
さ
せ
た
蔵
内
社
会
学
が
綜
合
社
会
学
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
の
教
育
社
会
学
に
お
け
る
現
れ
を
意
味
し
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て
い
る
。

　

こ
の
論
稿
の
特
徴
は
、
体
系
的
記
述
を
し
た
二
節
以
下
に
あ
る
。
二
節
で
は
人
間
素
質
の
可
塑
性
を
前
提
と
し
て
、
人
と
人
と
の

心
的
影
響
関
係
か
ら
教
育
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。
三
節
で
は
人
間
関
係
と
社
会
集
団
を
取
り
上
げ
て
、
家
族
、
学
校
と
そ
の
制
度

的
背
景
、
生
徒
相
互
間
関
係
の
教
育
的
機
能
を
論
じ
て
い
る
。
最
後
の
四
節
で
は
教
育
は
社
会
的
に
見
る
と
文
化
の
伝
達
過
程
で
あ

り
、
そ
の
教
育
内
容
と
社
会
と
の
関
係
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
二
方
向
か
ら
な
り
、
教
育
内
容
が
社
会
か
ら
ど
の
よ
う
に
規
定
さ

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
客
観
的
因
果
関
係
の
把
握
を
目
指
す
方
向
と
、
実
践
の
立
場
か
ら
教
育
内
容
を
ど
う
選
定
す
る
の
か
と
い
う

方
向
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

一
九
五
三
年
「
教
育
社
会
学
の
領
域
と
課
題
」（
以
下
「
領
域
と
課
題
」
と
略
）
は
『
講
座
教
育
社
会
学
第
１
巻
・
近
代
国
家
と
教

育
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
あ
り
、
蔵
内
が
書
い
た
最
後
の
教
育
社
会
学
の
論
文
で
あ
る
。
後
に
一
九
八
六
年
に
編
ま
れ
た
『
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス 

日
本
の
社
会
学 

16 
教
育
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
に
抄
録
さ
れ
、
し
か
も
「
第
１
部　

教
育
の
社
会
学
―
―
理
論
と
方

法
」
の
筆
頭
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
当
該
巻
の
編
者
柴
野
昌
山
（
一
九
八
六
ｂ
）
は
「
第
１
部　

解
説
」

で
「
蔵
内
論
文
（
一
九
五
三
）
は
教
育
社
会
学
の
と
る
べ
き
方
法
論
的
立
場
と
そ
の
基
本
的
性
格
を
明
確
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、

教
育
社
会
学
の
固
有
の
研
究
対
象
を
示
唆
し
た
き
わ
め
て
意
義
深
い
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、「
当
時
、
こ
れ
に
応
え
う
る
す

ぐ
れ
た
実
証
研
究
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た
」
と
続
け
、
蔵
内
理
論
を
高
く
評
価
し
つ
つ
も
、
戦
後
の
教
育
社
会
学
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
実
証
研
究
に
お
け
る
後
続
の
不
在
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
の
継
承
を
断
念
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

　

柴
野
（
一
九
八
六
ａ
）
は
そ
の
教
育
社
会
学
史
の
記
述
に
お
い
て
戦
前
戦
後
の
学
史
的
断
絶
を
前
提
と
し
て
戦
前
期
の
蔵
内
を
論

じ
、
他
方
で
戦
後
に
書
か
れ
た
「
領
域
と
課
題
」
を
評
価
し
て
い
る
（
柴
野
、
一
九
八
六
ｂ
）。
本
節
で
の
知
見
で
は
、
蔵
内
に
お
い

て
は
一
九
五
三
年
ま
で
は
教
育
社
会
学
は
継
続
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
断
絶
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
後
蔵
内
は
教
育
社

会
学
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
。
教
育
社
会
学
会
が
日
本
社
会
学
会
と
は
別
の
学
会
と
し
て
制
度
的
に
発
展
し
展
開
す
る
と
い
う
経
緯
を
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た
ど
り
、
教
育
社
会
学
者
が
教
育
学
部
に
所
属
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
一
方
で
、
社
会
学
者
が
文
学
部
社
会
学
科
や
社
会
学
部
に
所

属
す
る
こ
と
で
研
究
者
と
し
て
別
の
ト
ラ
ッ
ク
が
成
立
し
た
と
い
う
制
度
的
要
因
も
あ
る
が
、
蔵
内
の
関
心
が
一
般
社
会
学
へ
向

か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
「
領
域
と
課
題
」
で
参
照
す
る
学
説
は
フ
ィ
ア
カ
ン
ト
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
ガ
イ
ガ
ー
な
ど
一
九
二
〇
年
代
、
三
〇
年
代
に
書
か

れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
学
者
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
新
た
に
ア
メ
リ
カ
の
教
育
社
会
学
者
Ｗ
・
Ｂ
・
ブ
ル
ー
コ
ー
バ
ー
に
言
及

し
て
い
る
。
実
践
的
性
格
を
も
つ
「
教
育
的
」
社
会
学
＝educational sociology

が
主
流
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
教
育
社
会
学
に
お

い
て
、
ブ
ル
ー
コ
ー
バ
ー
は
社
会
学
の
理
論
的
枠
組
に
よ
る
研
究
と
い
う
性
格
を
も
つ
「
教
育
の
社
会
学
」
＝sociology of 

education

の
立
場
に
あ
る
。
蔵
内
の
立
場
と
相
通
ず
る
同
時
代
の
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
領
域
と
課
題
」
が
出
た
一
九
五
三
年
は
蔵
内
社
会
学
体
系
の
到
達
点
と
い
え
る
『
社
会
学
概
論
』
が
出
版
さ

れ
た
年
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
社
会
学
概
論
』
は
こ
の
後
『
社
会
学
』（
一
九
六
二
）、
同
増
補
版
（
一
九
六
六
）
と
改

訂
さ
れ
、
蔵
内
社
会
学
は
独
自
体
系
の
精
緻
化
へ
と
進
む
。「
領
域
と
課
題
」
の
内
容
を
見
る
と
、
文
化
の
世
代
的
伝
達
と
し
て
の

教
育
は
「
教
育
の
文
化
社
会
学
」
と
し
て
、
教
育
的
人
間
関
係
や
集
団
（
家
族
・
学
校
・
職
業
集
団
・
成
人
結
社
な
ど
）
を
対
象
と
す

る
社
会
学
は
「
教
育
の
集
団
社
会
学
」
と
な
る
。
蔵
内
が
四
つ
に
分
け
た
社
会
学
の
領
域
は
理
論
社
会
学
・
集
団
社
会
学
・
文
化
社

会
学
・
歴
史
社
会
学
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
ふ
た
つ
に
対
応
さ
せ
て
、
教
育
社
会
学
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
蔵
内
は

自
身
の
社
会
学
の
体
系
の
中
に
、
教
育
社
会
学
を
位
置
づ
け
た
と
い
え
る
。
こ
の
位
置
づ
け
は
社
会
学
の
領
域
論
に
つ
い
て
い
え
る

こ
と
で
、
蔵
内
の
全
体
社
会
論
や
社
会
変
動
論
、
現
象
学
的
方
法
に
よ
る
社
会
本
質
論
と
蔵
内
の
教
育
社
会
学
と
の
関
係
は
解
明
さ

れ
て
お
ら
ず
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

以
上
、
第
二
次
大
戦
前
後
で
各
三
つ
計
六
つ
の
論
文
を
概
観
し
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
、
蔵
内
の
教
育
社
会
学
は
、
戦
前
期
の
学

説
紹
介
の
段
階
か
ら
体
系
的
記
述
に
進
歩
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
継
続
的
な
発
展
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
戦
前
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は
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
て
学
説
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
戦
後
は
ア
メ
リ
カ
の
教
育
社
会
学
に
も
言
及
す
る
よ
う
に
な
り
、

研
究
の
視
野
を
広
げ
て
い
る
。
蔵
内
の
教
育
社
会
学
は
、
蔵
内
社
会
学
の
体
系
化
の
過
程
と
一
緒
に
展
開
し
た
。
た
だ
し
、
蔵
内
社

会
学
の
特
徴
で
あ
る
東
洋
思
想
と
そ
の
日
本
的
受
容
と
し
て
の
日
本
文
化
思
想
へ
の
顧
慮
が
蔵
内
の
教
育
社
会
学
に
与
え
て
い
る
影

響
は
直
接
的
に
は
確
認
で
き
な
い
。

お
わ
り
に

　

本
論
文
で
は
蔵
内
数
太
の
生
涯
に
お
い
て
、
教
育
社
会
学
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
を
確
認
し
た
。
辞
典
の
項
目

等
を
見
る
と
、
蔵
内
は
社
会
学
で
は
教
育
社
会
学
の
創
始
者
・
開
拓
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
教
育
社
会
学
で
は
理
論

社
会
学
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ね
じ
れ
は
教
育
社
会
学
が
も
つ
戦
前
戦
後
の
間
を
断
絶
と
し
て
捉
え
る
学
史
観
（
断
絶

史
観
）
に
よ
り
生
じ
て
い
る
。
蔵
内
の
研
究
歴
を
見
る
と
、
最
初
は
建
部
遯
吾
の
も
と
で
綜
合
社
会
学
を
学
ん
だ
が
、
一
九
二
〇
年

代
か
ら
ド
イ
ツ
社
会
学
の
影
響
を
受
け
て
、
形
式
社
会
学
か
ら
文
化
社
会
学
の
学
説
研
究
を
精
力
的
に
行
っ
た
。
同
時
に
ド
イ
ツ
の

教
育
社
会
学
説
の
研
究
を
行
っ
た
。
戦
前
期
に
法
政
大
学
に
お
い
て
教
育
社
会
学
の
内
容
で
講
義
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ

れ
て
よ
い
。
蔵
内
の
教
育
社
会
学
研
究
は
東
京
帝
大
卒
業
後
の
文
部
省
嘱
託
・
私
大
講
師
時
代
か
ら
始
ま
り
、
戦
前
戦
中
戦
後
と
継

続
し
た
。
そ
の
意
味
で
蔵
内
の
教
育
社
会
学
に
断
絶
は
見
ら
れ
な
い
。
ド
イ
ツ
の
教
育
社
会
学
説
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
戦
前
戦
中

期
に
お
い
て
、
文
化
社
会
学
と
の
関
係
で
教
育
社
会
学
を
位
置
づ
け
た
。
戦
後
は
自
身
の
社
会
学
の
体
系
化
を
進
め
、
社
会
学
の
領

域
論
の
中
に
教
育
社
会
学
を
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
社
会
学
に
視
野
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

蔵
内
の
生
涯
は
日
本
の
社
会
学
が
綜
合
社
会
学
か
ら
脱
し
て
個
別
科
学
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
し
た
展
開
の
過
程
を
体
現
し
て
い

る
。
欧
米
の
社
会
学
理
論
の
理
解
を
周
到
精
密
に
行
い
、
そ
れ
を
自
ら
の
学
説
へ
組
み
込
み
体
系
化
し
た
。
そ
の
体
系
化
に
お
い
て
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東
洋
思
想
に
備
わ
っ
て
い
る
社
会
学
的
思
考
を
適
切
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
蔵
内
は
「
連
続
と
非
連
続
―
―
日
本
社
会
学
の
回

顧
と
展
望
」（
蔵
内
、
一
九
七
七
）
に
お
い
て
、
欧
米
学
説
の
輸
入
と
そ
の
日
本
社
会
へ
の
適
用
は
、「
先
進
国
」
モ
デ
ル
に
依
拠
し

よ
う
と
す
る
歴
史
的
パ
タ
ー
ン
が
大
が
か
り
に
反
復
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
み
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
戦
後
日
本
の

社
会
学
が
そ
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
や
東
洋
の
現
実
に
根
ざ
し
た
幅
広
く
、
深
い
問
題
意
識
に
推
進
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

教
育
社
会
学
は
戦
後
新
制
大
学
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
学
会
の
形
成
を
経
て
発
展
し
て
き
た
。「
変
化
の
は
げ
し
い
現
代
に
い
き
な

が
ら
も
、
そ
し
て
、
学
問
の
時
代
的
制
約
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
も
、
理
論
社
会
学
は
長
い
歴
史
の
間
に
反
復
伝
え
ら
れ
て
き

た
人
間
の
洞
察
を
軽
く
あ
し
ら
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
蔵
内
、
一
九
七
七
：
一
四
一
、
著
作
集
四
：
九
八
）
と
い
う
蔵
内
の
言
葉
は
、
理

論
社
会
学
だ
け
で
な
く
、
教
育
社
会
学
に
も
問
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
社
会
学
の
連
続
と
非
連
続
の
中
で
生
き
て
き
た
蔵
内
に
よ
る

言
葉
は
現
代
に
お
い
て
も
後
学
の
私
た
ち
に
問
い
か
け
て
い
る
。
蔵
内
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
現
時
点
に
お
い
て
、
教
育
社
会
学
者
で

も
あ
っ
た
蔵
内
の
言
葉
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
批
判
的
な
視
点
で
教
育
社
会
学
史
を
振
り
返
る
視
線
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）　

取
り
上
げ
る
辞
典
は
似
た
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
混
同
を
さ
け
る
た
め
、
出
版
年
・
出
版
社
『
辞
典
名
』
の
順
番
で
表
記

す
る
。
な
お
大
項
目
辞
典
で
あ
る
有
信
堂
高
文
社
の
『
現
代
社
会
学
辞
典
』（
一
九
八
四
：
四
〇
）
に
も
ペ
ー
ジ
の
欄
外
注
の
よ
う
に
二

〇
〇
字
に
満
た
な
い
短
い
記
述
が
「
蔵
内
数
太
」
に
つ
い
て
あ
る
が
、
教
育
社
会
学
に
関
連
す
る
事
項
は
載
っ
て
い
な
い
。
弘
文
堂
『
現

代
社
会
学
辞
典
』（
二
〇
一
二
：
三
七
〇
）
の
項
目
「
現
象
学
的
社
会
学
」
に
お
い
て
「
リ
ッ
ト
の
社
会
本
質
論
に
立
脚
し
な
が
ら
、
社

会
の
時
間
的
構
造
へ
と
視
野
を
広
げ
て
独
自
の
集
団
類
型
論
を
展
開
し
た
蔵
内
数
太
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
続
け
て
、「
今
日
、 

こ
の
用
語
（
引
用
者
注
：
現
象
学
的
社
会
学
）
の
も
と
に
語
ら
れ
る
の
は
、
…〈
中
略
〉…
シ
ュ
ッ
ツ
の
仕
事
に
直
接
的
、
間
接
的
に
連

な
っ
て
い
る
社
会
学
に
限
定
さ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
現
象
学
的
社
会
学
の
歴
史
に
お
い
て
断
絶
が
あ
り
、
蔵
内

は
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。
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（
2
）　

こ
の
略
伝
は
竹
村
（
一
九
九
八
ａ
）
の
記
述
を
も
と
に
大
幅
に
加
筆
修
正
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

（
（
）　

旭
川
は
岡
山
市
内
を
貫
流
す
る
河
川
で
あ
る
か
ら
、
備
中
江
原
の
興
譲
館
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
地
元
の
情
景
と
し
て
見
た
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
蔵
内
が
東
京
帝
国
大
学
に
進
学
の
た
め
上
京
し
た
の
は
一
九
一
七
（
大
正

六
）
年
で
あ
る
。

（
（
）　

安
政
五
年
に
描
か
れ
た
幅
四
二
・
五
セ
ン
チ
、
長
さ
一
七
二
セ
ン
チ
の
絵
巻
物
（
横
田
芳
水
画
）「
備
中
江
原
図
」
の
解
説
。
画
は

写
実
的
で
蔵
内
の
故
郷
で
あ
る
江
原
（
岡
山
県
井
原
市
の
一
部
）
を
鳥
瞰
し
て
克
明
に
描
か
れ
て
お
り
、
往
時
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
蔵
内
は
大
阪
の
古
書
店
で
出
会
い
、
購
入
し
た
。「
あ
と
が
き
」（
蔵
内
・
蔵
内 

一
九
八
九
：
六
二
）。

（
5
）　
『
第
六
高
等
学
校
一
覧
』
に
あ
る
第
一
五
回
卒
業
生
名
簿
で
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
七
月
二
日
卒
業
の
蔵
内
が
属
す
る
ク
ラ

ス
（
第
一
部
丙
類
）
に
は
三
六
名
の
卒
業
生
が
い
る
。
そ
の
進
学
先
は
東
京
帝
大
法
科
二
一
名
、
京
都
帝
大
法
科
一
三
名
、
進
学
先
未
記

載
一
名
で
、
蔵
内
だ
け
が
東
京
帝
大
文
科
に
進
学
し
た
。
ち
な
み
に
法
科
政
治
科
経
済
科
商
科
向
け
英
語
ク
ラ
ス
の
第
一
部
甲
類
の
卒
業

生
二
九
名
は
東
京
帝
大
法
科
二
一
名
、
京
都
帝
大
法
科
六
名
、
東
京
帝
大
文
科
一
名
、
未
記
載
一
名
で
あ
り
、
文
科
向
け
英
語
ク
ラ
ス
の

第
一
部
乙
類
の
卒
業
生
二
三
名
は
、
東
京
帝
大
法
科
二
名
、
京
都
帝
大
法
科
一
〇
名
、
東
京
帝
大
文
科
一
〇
名
、
京
都
帝
大
文
科
一
名
で

あ
っ
た
。（
卒
業
生
名
簿
は
累
積
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
デ
ー
タ
は
『
第
六
高
等
学
校
一
覧 

自
大
正
十
四
年
至
大
正
十
五
年
』
を
参

照
し
た
。）

（
6
）　

高
田
保
馬
へ
の
追
悼
文
（
著
作
集
五
：
五
一
五
︲
五
一
九
）
に
、
蔵
内
は
、
学
生
時
代
に
日
本
社
会
学
院
第
六
回
大
会
（
一
九
一
八

年
一
〇
月
二
七
日
）
に
お
い
て
高
田
先
生
の
お
説
を
直
接
に
聴
い
て
「
こ
れ
か
ら
社
会
学
の
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
私
は
」
綿

密
で
整
然
た
る
論
旨
に
瞠
目
・
驚
嘆
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
と
追
想
を
述
べ
て
い
る
。
前
掲
の
注（
5
）で
示
し
た
よ
う
に
、
当
初
か
ら
文
科

大
学
（
文
学
部
）
に
進
学
す
る
つ
も
り
な
ら
、
六
高
で
第
一
部
乙
類
に
所
属
し
た
は
ず
で
あ
る
。
第
一
部
丙
類
か
ら
珍
し
い
文
科
大
学

（
文
学
部
）
進
学
に
特
別
な
意
思
を
推
測
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
7
）　

昭
和
戦
前
期
の
大
学
に
お
け
る
社
会
学
関
係
講
義
と
担
当
者
は
、
宮
永 （
二
〇
〇
九
）
を
参
照
し
た
。

（
8
）　

こ
の
時
期
に
蔵
内
と
同
じ
く
九
大
思
想
審
議
会
の
示
唆
に
よ
っ
て
自
発
的
に
退
官
し
た
法
文
学
部
教
員
に
竹
岡
勝
也
教
授
（
日
本
文

化
史
）
と
田
中
晃
助
教
授
（
哲
学
）
が
い
る
。
竹
岡
も
斯
道
文
庫
の
顧
問
（
一
九
三
九
年
か
ら
）
お
よ
び
理
事
（
一
九
四
三
年
一
二
月
か

ら
）
を
務
め
て
い
る
。
田
中
も
斯
道
文
庫
会
報
に
執
筆
し
て
い
る
。
山
口
（
二
〇
〇
六
：
六
、
二
二
）
に
よ
れ
ば
、
竹
岡
が
一
九
四
八
年
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四
月
に
公
職
追
放
の
指
定
を
受
け
る
の
は
著
書
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
斯
道
文
庫
理
事
職
等
を
務
め
た
こ
と
と
は
直
接
は
無
関
係
と
述
べ

て
い
る
。
蔵
内
は
公
職
追
放
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
。

（
9
）　

著
作
集
に
収
録
し
た
際
に
論
文
末
に
初
出
情
報
と
し
て
国
立
書
院
一
九
四
九
年
と
石
泉
社
一
九
五
四
年
を
並
べ
て
付
記
し
て
い
る
。

（
著
作
集
三
：
三
〇
七
）『
社
会
学
大
系
』
は
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
か
ら
全
一
五
巻
が
二
〇
〇
七
年
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
カ
タ
ロ

グ
に
よ
る
と
国
立
書
院
版
は
九
巻
ま
で
で
頓
挫
し
た
と
あ
る
。

参
考
文
献

蔵
内
数
太
著
作
集
編
集
委
員
会
編
（
一
九
七
六
︲
一
九
八
四
）『
蔵
内
数
太
著
作
集
』
全
五
巻
、 

刊
行
：
蔵
内
数
太
著
作
集
刊
行
会
（
代
表

者 

清
水
盛
光
）、 

発
行
：
関
西
学
院
大
学
生
活
協
同
組
合
出
版
会
、 

第
一
巻
「
社
会
学
一
般
」（
一
九
七
八
年
）、
第
二
巻
「
文
化
社
会
学
」

（
一
九
七
七
年
）、
第
三
巻
「
教
育
社
会
学
」（
一
九
七
六
年
）、
第
四
巻
「
社
会
学
論
文
集
」（
一
九
七
九
年
）、
第
五
巻
「
日
本
文
化
の
社

会
学
」（
一
九
八
四
年
）。

秋
山
ひ
さ
（
一
九
九
〇
）「
蔵
内
数
太
博
士
の
文
化
の
概
念
と
芸
術
社
会
学
」『
社
会
学
評
論
』
四
〇
（
四
）、
三
九
七
︲
四
一
三
頁
（
一
六

〇
号
、
三
九
︲
五
五
頁
）。

麻
生
誠
（
一
九
八
六
）「
教
育
社
会
学
史
」
日
本
教
育
社
会
学
会
編
『
新
教
育
社
会
学
辞
典
』
東
洋
館
出
版
社
、
一
七
八
︲
一
八
一
頁
。

馬
場
四
郎
（
一
九
六
七
）「
教
育
社
会
学
史
」
日
本
教
育
社
会
学
会
編
『
教
育
社
会
学
辞
典
』
東
洋
館
出
版
社
、
二
二
八
︲
二
三
三
頁
。

細
谷
俊
夫
（
一
九
三
九
）「
教
育
的
社
会
学
」
阿
部
重
孝
・
城
戸
幡
太
郎
ほ
か
編
『
教
育
学
辞
典
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
四
五
一
︲
四
五

二
頁
。

喜
多
野
清
一
編
集
代
表
（
一
九
六
三
）『
社
会
学
に
お
け
る
理
論
と
実
証 
蔵
内
博
士
退
官
頌
寿
記
念
論
文
集
』
培
風
館
。

K
urauchi, K

azuta. 

（19（7

） 

“Educational Sociology

” in Japanese Sociological Society. Sociology : Past and Present in 
Japan. T

okyo : Japanese Sociological Society, pp. （9-（2.

蔵
内
数
太
（
一
九
七
七
）「
連
続
と
非
連
続
―
日
本
社
会
学
の
回
顧
と
展
望
―
」『
社
会
学
評
論
』
二
八
（
二
）、
一
一
〇
号
、
一
三
八
︲
一

四
一
頁
。
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蔵
内
数
太
（
一
九
八
五
）「
批
評
に
答
え
て
」『
現
代
社
会
学
』
一
九
、
一
九
七
︲
二
二
〇
頁
。

蔵
内
数
太
・
蔵
内
寿
子
（
一
九
八
九
）『
備
中
江
原
図
解
説
』
備
中
江
原
図
解
説
刊
行
会
。

九
州
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
編
（
一
九
六
七
）『
九
州
大
学
五
十
年
史
・
学
術
史
・
下
巻
』
九
州
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
会
。

光
吉
利
之
（
一
九
九
三
）「
蔵
内
数
太
」
森
岡
清
美
・
塩
原
勉
・
本
間
康
平
編
集
代
表
『
新
社
会
学
辞
典
』
有
斐
閣
、
三
三
三
頁
。

宮
永
孝
（
二
〇
〇
九
）「
社
会
学
伝
来
考
―
昭
和
の
社
会
学

［5］
―
」『
社
会
志
林
』
五
五
（
四
）、
二
八
六
︲
一
三
九
頁
。

森
東
吾
（
一
九
八
八
）「
蔵
内
理
論
の
出
発
点
」『
社
会
学
評
論
』
三
九
（
三
）、
三
五
四
︲
三
五
六
頁
。

六
車
進
子
（
一
九
九
一
）「
蔵
内
数
太
の
問
い
」『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
三
六
（
二
）、
一
二
七
︲
一
三
〇
頁
。

領
家
穣
（
一
九
八
五
）「
蔵
内
社
会
学
の
基
底
に
あ
る
も
の
―
「
体
験
」
の
意
味
に
つ
い
て
―
」『
現
代
社
会
学
』
一
九
、
一
七
〇
︲
一
九
六

頁
。

柴
野
昌
山
（
一
九
八
六
ａ
）「
概
説 

日
本
の
社
会
学 

教
育
」
柴
野
昌
山
・
麻
生
誠
・
池
田
秀
男
編
『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス 

日
本
の
社
会
学 

16

教
育
』
東
京
大
学
出
版
会
、
三
︲
一
四
頁
。

柴
野
昌
山
（
一
九
八
六
ｂ
）「「
第
１
部 

教
育
の
社
会
学
―
理
論
と
方
法　

解
説
」
柴
野
昌
山
・
麻
生
誠
・
池
田
秀
男
編
『『
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ス 

日
本
の
社
会
学 

16 

教
育
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
七
︲
二
一
頁
。

新
明
正
道
（
一
九
四
四
）「
蔵
内
数
太
」
新
明
正
道
編
著
『
社
会
学
辞
典
』
河
出
書
房
、
七
八
六
頁
。

高
坂
健
次
（
一
九
九
五
）「
蔵
内
数
太
先
生
」
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
三
十
年
史
編
集
委
員
会
編
『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
三
十
年
史
』

関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
、
六
五
七
︲
六
六
〇
頁
。

竹
村
英
樹
（
一
九
九
八
ａ
）「
蔵
内
数
太
」
川
合
隆
男
・
竹
村
英
樹
編
『
近
代
日
本
社
会
学
者
小
伝
―
書
誌
的
考
察
―
』
勁
草
書
房
、
四
〇

二
︲
四
一
二
頁
。

竹
村
英
樹
（
一
九
九
八
ｂ
）「
一
九
三
七
年
時
点
に
お
け
る
日
本
の
教
育
社
会
学
―K

azuta K
urauchi 

“Educational Sociology

”, 19（7.

の
翻
訳
と
解
題
―
」『
年
報
』（
慶
應
義
塾
大
学
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
）
九
、
四
一
︲
五
二
頁
。

富
永
健
一
（
二
〇
〇
四
）『
戦
後
日
本
の
社
会
学 

一
つ
の
同
時
代
史
』
東
京
大
学
出
版
会
。

山
口
輝
臣
（
二
〇
〇
六
）「
竹
岡
勝
也
の
肖
像
（
上
）」『
史
淵
』
一
四
三
、
一
︲
二
五
頁
。

Y
A

T
A

N
I, Y

oshikuni.

（2009

）
“On K

azuta K
urauchiʼs Phenom

enological Sociology

”『
追
手
門
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
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三
、
一
五
九
︲
一
六
七
頁
。

米
村
昭
二
（
一
九
九
〇
ａ
）「
蔵
内
社
会
学
の
展
開
―
人
と
思
想
を
め
ぐ
る
一
序
説
―
」『
社
会
学
評
論
』
四
〇
（
四
）、
三
七
五
︲
三
九
六

頁
（
一
六
〇
号
、
一
七
︲
三
八
頁
）。

米
村
昭
二
（
一
九
九
〇
ｂ
）「
蔵
内
社
会
学
に
お
け
る
文
化
交
流
―
理
論
と
応
用
―
」
吉
備
国
際
大
学
開
学
記
念
論
集
編
集
委
員
会
編
『
国

際
社
会
研
究
の
視
座
』
吉
備
国
際
大
学
、
一
〇
九
︲
一
二
四
頁
。

米
村
昭
二
（
一
九
九
一
）「
蔵
内
社
会
学
の
展
開 

戦
前
期
―
人
と
思
想
を
め
ぐ
る
一
序
説
―
」『
お
茶
の
水
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
四
四
、

一
︲
一
九
頁
。
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西暦 年齢 住居 所属 主な出来事
1896

西
　
江
　
原

明治 29 0 ⑧ 1 岡山県後月郡西江原村に父静三郎，母与志遠の第三子として生まれる
1897

明治 （0 1
1898

明治 （1 2
1899

明治 （2 （
1900

明治 （（ （
1901

明治 （（ 5
1902

明治 （5 6
190（

義
之
尋
常
高
等
小
学
校

④義之尋常高等小学校尋常科に入学
明治 （6 7
190（

明治 （7 8
1905

明治 （8 9
1906

明治 （9 10
1907

明治 （0 11
1908

明治 （1 12
1909 ③義之尋常高等小学校尋常科卒業

明治 （2 1（

興
譲
館
中
学
校

④私立興譲館中学校入学
1910

明治 （（ 1（
1911

明治 （（ 15
1912

明治 （5 16
191（

大正 2 17
191（ ③私立興譲館中学校卒業

大正 （ 18

岡
山

六
　
高

⑨第六高等学校大学予科第一部丙類入学
1915

大正 （ 19
1916

大正 5 20
1917 ⑦第六高等学校大学予科第一部丙類修了

蔵内数太（1896 年 8月 1日〜 1988 年 7月 6日）年図

◯内の数字は月、続く数字は日。『　』は著書、
「　」は論文で、家族関係事項とともに右端に記載。

「中学の頃みた、旭川沿いの料亭から嘲笑をこめ
て投下される残飯を川原で必死に拾い口にしてい
た一家族」が「社会学を志させた」（六車 1991）
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大正 6 21

東

京

東
京
帝
国
大
学

⑨東京帝国大学文科大学哲学科（社会学専修）入学
1918

大正 7 22
1919

大正 8 2（
1920 ⑦東京帝国大学文学部社会学科卒業（卒論「社会衰頽の原因考察」）

大正 9 2（ 大
学
院
・
文
部
省

⑧文部省勤務（普通教育及通俗教育調査の事務嘱託）大学院在籍（〜 2（ 年⑦）
1921 ④日大高等師範部講師（英語）（〜 2（ 年⑧）

大正 10 25 ⑫「人口減衰と社会の衰頽」→著 1
1922

大正 11 26 ⑩「階級統制に就いての考察」
192（

大正 12 27

文
部
省
嘱
託
・
私
大
講
師

⑦「支配と労働」→著 1
192（ ⑦「東京社会学研究会」発会に参加  ⑦「レオポルド・威力の本質」

大正 1（ 28 ⑨実践女学校高等女学部専攻科講師（〜 26 年①）  ⑪「独乙及び仏蘭西師範教育制度」
1925

大正 1（ 29 ⑩青山学院高等学部講師（社会学：〜 （2 年③）
1926 ①「教育に関する社会学的問題」→著 （

大正 15 （0 ⑫「社会学と教育」『社会学』（綿貫と共著）→著 （
1927

昭和 2 （1 ⑩「社会学と教育」『教育的社会学』（改題再版；綿貫と共著）
1928 ⑤三浦達夫長女寿子と結婚

昭和 （ （2 ⑪東京高等商船学校講師（修身：〜 19（（ 年④依願退職）
1929 ④聖心女学院講師（教育学：〜 （0 年⑦）

昭和 （ （（
19（0 ⑥「教育の基礎としての日本民族性の認識」→著 （

昭和 5 （（
19（1 ④日本大学講師（社会学：〜 （（ 年⑩）  ④「公民教育及び社会教育について」『季刊社会学』１

昭和 6 （5
19（2 ⑤文部省 公民教育に関する事務を嘱託す

昭和 7 （6
19（（ ⑪ 1（ 文部省依願事務嘱託を解く  ③「教育と社会学」『教育』18

昭和 8 （7

福

岡

九
州
帝
国
大
学
助
教
授

⑪ 1（ 九州帝国大学助教授（法文学部社会学講座担任）  ④「現象学的社会学」
19（（

昭和 9 （8
19（5

昭和 10 （9
19（6 ⑦「個人と社会 ─ ジンメルよりリットへ」

昭和 11 （0 九
州
帝
国
大
学
教
授

⑪九州帝国大学教授（法文学部社会学講座担任）
19（7 ②文部省視学委員嘱託　②〜③視察公民科（福岡県）

昭和 12 （1 “Educational Sociology”
19（8

昭和 1（ （2 ⑧「随筆 連句管見」九大新聞 185
19（9

昭和 1（ （（
19（0 ① 6 斯道文庫相談役

大学院研究テーマ
「社会問題と国運の関係」
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昭和 15 （（

福

岡

九
州
帝
国
大
学
教
授

⑧ 5 斯道文庫夏期講座講師「東洋の社会観」
19（1 ③ 1 斯道文庫顧問  ③「国土」『九大哲学年報』2

昭和 16 （5 日本社会学会九大法文学部開催
19（2 ①福岡県下における宮座の調査研究（斯道文庫調査費支出）

昭和 17 （6 ①「論語と社会学」→著 （
19（（ ③『文化社会学』→著 2

昭和 18 （7 ⑩日本社会学会第 18 回大会公開講演「文化の東洋的観念」
19（（ ⑥ 27 斯道文庫理事（〜 （5 年⑫）

昭和 19 （8 ⑫「日本社会学の系譜」『日本諸学』5
19（5 ③日本諸学振興委員会昭和 20 年度哲学部専門委員嘱託（文部省）

昭和 20 （9 ⑫ 20 斯道文庫理事辞任
19（6 ③九州帝国大学教授依願免官

昭和 21 50
19（7 ⑤ 29 父静三郎死亡

昭和 22 51 ⑩文学博士（東京大学）「文化社会学」
19（8 ③『文化と教育』→著 （

昭和 2（ 52

大
　
　
　
　
阪

大
　
阪
　
大
　
学
　
教
　
授

⑪大阪大学教授（法文学部社会学講座担任）
19（9

昭和 2（ 5（
1950 ①「社会変化と教育」『教育と社会』→著 （

昭和 25 5（ ⑩日本社会学会理事（〜 1960 ⑩）⑪日本教育社会学会理事（〜 1969 ⑩）
1951

昭和 26 55
1952

昭和 27 56 ⑪適塾記念会発足会に参加
195（ ⑤「教育社会学の領域と課題」→著 （ ⑥『社会学概論』培風館

昭和 28 57 ⑧第 2 回国際社会学会議出席（リエージュ）
195（ ④大阪大学文学部長（〜 1956 ③）  ③「教育と社会」『社会学大系・教育』→著 （

昭和 29 58
1955

昭和 （0 59
1956 ⑤関西社会学会代表（のち委員長）（〜 59 年⑤）

昭和 （1 60
1957

昭和 （2 61 ⑩ （0 母与志遠死亡
1958

昭和 （（ 62 ⑩日本社会学会会長（〜 1960 ⑩）
1959

昭和 （（ 6（
1960 ④大阪大学教授定年退職　④名誉教授

昭和 （5 6（ 関
西
学
院
大
学
教
授

④関西学院大学教授
1961 ⑤関西社会学会顧問

昭和 （6 65
1962

昭和 （7 66 ⑤『社会学』培風館
196（

波騒ぐ浦に 一羽の鷗飛ぶ 
　わが物思ひの影のごと飛ぶ　　47 年晩秋
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昭和 （8 67

大
　
　
　
　
阪

関
西
学
院
大
学
教
授

196（
昭和 （9 68 ⑩「資料 中村耕雲事蹟」（碑除幕式資料）→著 5
1965

昭和 （0 69
1966 ④『社会学増補版』培風館→著１

昭和 （1 70 ⑤関西社会学会 17 回大会特別講演「理勢乗除」
1967 ③関西学院大学教授退職

昭和 （2 71

追
手
門
学
院
大
学
教
授

④追手門学院大学教授
1968

昭和 （（ 72
1969

昭和 （（ 7（
1970

昭和 （5 7（
1971 ③「法則・運命、規範・潮流」→著 （

昭和 （6 75 ⑦「熊沢蕃山について」→著 （
1972

昭和 （7 76
197（ ③追手門学院大学教授退職

昭和 （8 77
197（

昭和 （9 78 ⑥「人間・社会・宗教」→著 2
1975 ⑩ 6「熊沢蕃山と大和郡山」( 建碑式講演）→著 5

昭和 50 79
1976

昭和 51 80 ⑩『著作集』（３巻教育社会学）
1977 ⑩「連続と非連続―日本社会学の回顧と展望」→著 （

昭和 52 81 ⑧『著作集』（２巻文化社会学）　⑫「雪舟と備中重源寺」→著 （
1978 ④『著作集』（１巻社会学一般）

昭和 5（ 82 ⑦「現象学的社会学」→著 （
1979 ⑦「デモクラシーと儒教的伝統」（関学セミナー講演）→著 5

昭和 5（ 8（ ⑩『著作集』（４巻社会学論文集）
1980 ③「正倉院八卦背鏡私考」→著 5

昭和 55 8（
1981

昭和 56 85
1982 ①「社会学の視野について」→著 5

昭和 57 86 ⑫「中山美伎の思想」『天理』6 →著 5
198（ ②「緒方洪庵と適適塾」『適塾』16 →著 5

昭和 58 87
198（

昭和 59 88 ③『著作集』（５巻日本文化の社会学）
1985

昭和 60 89 ⑪ 2（ 妻寿子死去
1986

殊更にうまきもの無し　殊更に
　まづきもまた無し　妻逝きて生く　　86 年 7 月
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昭和 61 90
1987

昭和 62 91
1988

昭和 6（ ⑦ 6　大阪豊中の自宅にて死去（享年 91 歳）
1989

平成元 ⑦『備中江原図解説』（蔵内寿子と共著）
1990 ③『社会学評論』特集蔵内理論

平成 2
注： 本年図は「蔵内数太博士略歴」（喜多野編 1963 : 329-332）および竹村（1998a : 402-412）をもとに『蔵

内数太著作集』全 5 巻（1976-1984）から補訂して筆者が作成した。著作集に収録を「→著 数字」で示し
た。書誌情報は竹村（1998a）を参照されたい。 
なお、蔵内の理事履歴について日本教育社会学会にご協力を得た。付して感謝する。


